
AUTODESK® INVENTOR®

体験版プロジェクト

パラメトリックモデリング
ステアリングナックルを設計する
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Inventor で、リボンの[プロジェクト]アイコンをクリックします。プロジェク
ト名[Default]を選択します。リボンで[新規作成]を選択し、[Metric]フォル
ダー、[Standard (mm).ipt]テンプレートを選択します。

モデリングウィンドウで右クリックしてマーキングメニューを開き、[新しいスケッ
チ]を選択します。

スケッチ平面として XZ 平面を選択します。 右上の ViewCube を使用して、回転矢印でビューを反時計回りに回転し、「上」
という文字が水平に表示されるようにします。

2.

4.

1.

3.

パート 1: ベースモデルを作成する
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右クリックしてマーキングメニューを開きます。[2 点長方形]を選択します。 原点をクリックして長方形を開始し、カーソルを右上に移動します。ダイナミッ
ク寸法ボックスで、図のように 3 mm および 13.5 mm と入力します。クリッ
クして長方形を作成します。

右クリックして[OK]を選択し、長方形コマンドを終了します。マーキング 
メニューを使用して、[線分]コマンドを起動します。

長方形の右上のコーナーをクリックして、線分を開始します。カーソルを右下 
方向に移動します(線分の 2 つ目の点はまだクリックしないでください)。

6.

8.

5.

7.

パート 1: ベースモデルを作成する
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ダイナミック寸法ボックスに「ArmLength = 18 mm」と入力します。これによ
り、「ArmLength」という名前のパラメータが作成され、他の寸法でも参照でき
るようになります。

角度寸法に、「ArmAngle = 180-52」と入力します。これは、ArmAngle パラ
メータの値を 128 度として計算します。クリックして線分を完成させます。

前の線分の終点をマウスの左ボタンでクリックして押したままにし、円弧を作成
します。カーソルをドラッグして、図のような形状を作成します。

長方形の右下のコーナーをクリックし、線分セグメントを完成させます。右ク
リックして[OK]を選択し、線分コマンドを終了します。

10.

12.11.

パート 1: ベースモデルを作成する
9.
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キーボードの[Ctrl]を押しながら右クリックし、拘束マーキングメニューを表示
します。[正接]を選択します。

図のように円弧と線分セグメントを選択して、正接拘束を追加します。

右クリックして、マーキングメニューから[一般寸法]を選択します。円弧を 
選択し、クリックして寸法を配置します。寸法ボックスに、3.5 mm と入力して
[Enter]を押します。

右クリックして、マーキングメニューから[2D スケッチを終了]を選択します。
マーキングメニューから、[押し出し]コマンドを起動します。

14.

16.

13.

15.

パート 1: ベースモデルを作成する
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スケッチで、両方の閉じたプロファイルを選択します。 押し出しタイプを[対称]に変更して、押し出しの深さに 3 mm という値を入力
します。緑のチェックマークをクリックして、押し出しを終了します。

画面の左側にあるモデルブラウザで、[Origin]フォルダーを展開します。 [XZ 
Plane]を右クリックし、[新しいスケッチ]を選択します。

スケッチビューで、キーボードの[F7]を押してビューを切断します。マーキング
メニューから[ジオメトリを投影]コマンドを起動します。図のように 2 つのエッ
ジをクリックします。

18.

20.

17.

19.

パート 1: ベースモデルを作成する
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マーキングメニューから[線分を作成]コマンドを起動します。 2 本の投影された
線分の中点間に、垂直な線分を作成します。表示される緑の点は、中心点を示
しています。

同じ場所から次の線分セグメントを開始し、カーソルを左に移動します。ダイナ
ミック寸法ボックスに 6 mm と入力し、クリックして水平な線分を作成します。

図のように追加の線分を描画します。完了したら、右クリックして[OK]を選択
し、線分コマンドを終了します。右クリックして[2D スケッチを終了]を選択し
ます。

マーキングメニューから[回転]コマンドを起動します。プロファイルが自動的に
選択されます。図のように軸として左のエッジを選択し、緑のチェックマークを
クリックして回転を完成させます。

22.

24.

21.

23.

パート 1: ベースモデルを作成する
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モデルブラウザで XZ 平面を右クリックし、[新しいスケッチ]を選択して新しい
スケッチを作成します。

キーボードの[F7]を押してビューを切断し、リボン メニューで[断面エッジを 
投影]を選択します。

マーキングメニューから[中心点円]を起動します。図のように左のエッジの中心
点(緑の点を探してください)をクリックし、直径として 6.5 mm と入力します。
[Enter]を押して円を完成させます。

右クリックして[2D スケッチを終了]を選択します。マーキングメニューから[押
し出し]コマンドを起動し、深さ 14.5 mm、対称タイプでプロファイルを押し出
します。

26.

28.

25.

27.

パート 1: ベースモデルを作成する
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モデルウィンドウで右クリックしてマーキングメニューを開きます。 [穴]コマンド
を選択します。

配置オプションを[同心円]に変更し、図のように面をクリックして選択します。

円柱の外側のエッジを[参照する同心円]として選択します。穴の直径を 3 mm 
に設定し、終端タイプを[貫通]に変更します。 [適用]またはプラス記号をクリッ
クします。

図のように面をクリックして、別の穴を配置します。

2.

4.

1.

3.

パート 2: 配置フィーチャを追加する
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円柱の外側のエッジを[参照する同心円]としてクリックし、直径を 8 mm に 
変更します。[適用]またはプラス記号をクリックします。

最後の穴を開けるために、図のように面を選択します。

円形フィーチャの外側のエッジを[参照する同心円]として選択します。ねじ穴の
横のラジオボタンをクリックし、図のように値を変更します。 [OK]を選択して
終了します。

上の図でハイライト表示されているエッジを選択し、ポップアップメニューから
[フィレットを作成]をクリックします。

6.

8.

5.

7.

パート 2: 配置フィーチャを追加する
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矢印をドラッグして、寸法ボックスの半径の値が 3 mm となるよう、フィレット
のサイズを動的に変更します。緑のチェックマークをクリックして、フィレットを
完成させます。

上の図でハイライト表示されているエッジを選択し、ポップアップメニューから
[フィレットを作成]を選択します。

フランジの下のエッジをクリックして、選択に追加します。矢印を使用してフィ
レットのサイズを 4.5 mm に変更します(緑のチェックマークはまだクリックし
ないでください)。

フライオーバーメニューで[セットを追加]を選択します。

10.

12.

9.

11.

パート 2: 配置フィーチャを追加する
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エッジを選択し、フィレットのサイズを 3 mm に変更します。これはこのエッジ
のみに影響し、他のフィレットは 4.5 mm のままです。緑のチェックマークをク
リックして、フィレットを完成させます。

上の図でハイライト表示されている穴のエッジを選択し、ポップアップメニュー
から[面取りを作成]を選択します。

図のように穴のもう一方のエッジを追加します。 面取り寸法を 1 mm に変更し、緑のチェックマークを選択して面取りを完成さ
せます。

14.

16.

13.

15.

パート 2: 配置フィーチャを追加する
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穴のサーフェスを選択し、ポップアップメニューから[穴を編集]をクリックし
ます。

穴の直径を 3.5 mm に変更し、緑のチェックマークを選択してモデルを更新し
ます。

上部のツールバーで、選択フィルタを[フィーチャを選択]に変更します。 フランジ上の任意の場所をクリックし、ポップアップメニューから[スケッチ 
編集]を選択します。

2.

4.

1.

3.

パート 3: モデルを編集する
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18 mm の寸法をダブルクリックして、寸法ボックスで値を 22 mm に変更し
ます。 [Enter]を押します。右クリックして[2D スケッチを終了]を選択し、3D  
モデルを更新します。

手順 4 を繰り返して、スケッチをもう一度開きます。リボンメニューから[拘束
設定]ダイアログを開きます。

ダイアログの[解除モード]タブで、[解除モードを有効化]のボックスをクリックし
ます。こうすると、スケッチでジオメトリをドラッグすることによって、拘束を
自動的に解除できます。

上部の水平な線分を選択し、図に示されている位置くらいまで上にドラッグしま
す。ドラッグしている間、変更される寸法と拘束を確認できます。

6.

8.

5.

7.

パート 3: モデルを編集する
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垂直寸法をダブルクリックして 15 mm、フランジの平行寸法をダブルクリック
して 25 mm に変更します。

右クリックして[2D スケッチを終了]を選択し、3D モデルを更新します。これで
ステアリングナックルが完成しました。ファイルを閉じる前に保存してください。

10.9.

パート 3: モデルを編集する
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